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「継続企業の前提に関する注記」の記載解消に関するお知らせ 

 

当社は、本日開示いたしました平成23年５月期第２四半期決算短信において、「継続企業の前提に関する注記」

の記載を解消しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
当社は、平成21年５月期第２四半期決算短信において、重要な営業損失、経常損失及び四半期純損失を計上し

ていることや営業債務の返済の繰延べや法人税等の一部未納が発生したことから、継続企業の前提に関する重要な

疑義を生じさせるような事象が存在している旨を記載しておりました。 

その後においても、業績不振の影響から債務超過に陥っており、その事象を解消もしくは改善するための対応策

を講じても、なお継続企業の前提に重要な不確実性が認められたことから、平成23 年５月期第１四半期決算短信

まで「継続企業の前提に関する注記」を記載しておりました。 

しかし、当社は、平成22年６月30日付で法人税の還付が確定したことを受けて、かかる還付金を返済原資とし

て地方税等の未納分を完済しております。また、平成22年８月25日付で東京地方裁判所より受けた再生計画の認

可決定が同年９月22日付で確定した後、同年10月31日付で債務免除を受けたこと及び優先株式の発行による債

務の株式化（デット・エクイティ・スワップ；DES）を実施したことにより債務を大幅に圧縮いたしました。さら

に、利益の積上げにより、平成23年５月期第２四半期会計期間末において債務超過を解消しております。 

なお、平成23年５月期通期業績予想については、売上高21,824百万円、営業利益1,592百万円、経常利益1,492

百万円、当期純利益27,828百万円を見込んでおります。 

 

以上により、当社は継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象は認められないと判断しており

ます。 

 

 
以上 

 
 

ご注意： 上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、様々な 

 
 

不確定要素が内在しておりますので、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合があります。
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